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売上総利益率の低下および営業損失計上の要因に関するお知らせ 
 

 

 

 

平成 25 年３月期連結業績（平成 24 年４月１日～平成 25 年３月 31 日）における売上総利益率

の低下および営業損失計上の要因について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 当社グループの製品群には、当社（TOWA 株式会社）が半製品等を海外子会社から仕入れ（子会

社の売上）、 終製品の（外部）売上を当社が計上するものが多くあります。連結決算においては、

この子会社の売上は当社の仕入れと相殺され、売上高および売上原価、利益を算出いたします（別

紙図１「連結決算における子会社売上の相殺」をご参照）。 

平成 25 年３月期連結会計年度のような為替変動（円安）が期中に発生した場合には、子会社の

売上増加（為替差売上増）および仕入額増加（為替差原価増）となります。連結決算において、

仕入額増加（為替差原価増）はそのまま売上原価増となりますが、子会社の売上増加（為替差売

上増）部分は為替による未実現取引であるため、連結売上高には計上されず、営業外収益（為替

差益）として取り扱います（別紙図２「為替変動による相殺未消去の発生と営業外収益（為替差

益）処理」をご参照）。つまり、平成 25 年３月期連結業績においては、為替変動（円安）による

売上原価の増加が反映され、売上総利益が圧縮されるために営業損失となりますが、営業外収益

（為替差益）として売上原価の増加分は戻し入れされるため、経常利益では本来の収益額が反映

されることとなります。 

以上のとおり、平成 25 年３月期連結業績の売上総利益率の低下および営業損失の計上は、これ

らの連結決算処理に起因するものであり、当社グループの収益構造あるいは製品価格、市場競争

力等が変化したものではありません。また、当社グループの期間損益が為替変動により直接的な

影響を受けたものでもありません。 

なお、当社は海外売上高比率が高く、為替変動（円安）は当社のお客様において外貨換算ベー

スでの投資採算が良化（当社の製品販売はほぼ円建て）することとなり、結果的に、海外競合先

との価格競争においては当社に優位な変動となることから、当社グループの事業・収益環境が好

転する要因の一つとなります。 

以上 

 

 



 

別紙 

 

図１【連結決算における子会社売上の相殺】 

 

 

図２【為替変動による相殺未消去の発生と営業外収益（為替差益）処理】 

 

連結決算においては、子会社の売上と当社

（TOWA 株式会社）の仕入れは相殺され、売上

高、売上原価、利益を算出いたします。 

 

為替による未実現取引である子会社の売上増

部分（為替差売上増）は、営業外収益として戻

し入れされるため、経常利益では本来の収益額

が反映されます。 

売上総利益率の低下および営業損失の計上は、

これらの連結決算処理において発生するもの

であり、当社グループの収益構造や製品・市場

競争力の変化によるものではありません。 


